
教授環境学部 環境学科 吉永 郁生
　2013年4月に鳥取環境大学環境学部に着任いたしました。3月までは、京都大学大学院農学研究科におりまし
た。専門は海洋微生物学です。本学では、海洋環境学や水産学に関わる講義や演習・実習を担当いたします。海洋
では陸域の木や草にあたる役割を微生物である植物プランクトン（あるいは微細藻）が果たしています。さらに、
これまた微生物である細菌も陸域以上に海洋の生態系で大きな役割を果たしており、それら微生物の活動が水
産業はもとより地球全体の環境にも大きな影響を及ぼしていることが最近わかってきました。目に見えない生き
物を扱う海洋微生物学は宇宙の中の地球という限られた住み処の成り立ちにも関わるこれからの学問です。それ
とともに、普通に暮らしている人々にはなかなか縁遠い海の、しかも微生物の世界を垣間見ることから、新しい社
会のパラダイムが生まれると信じています。みんなでこの新しい社会のさきがけになりましょう！！

准教授経営学部 経営学科 新井 直樹
　本年、４月に着任しました。群馬県高崎市出身で、大学卒業後、ＮＨＫ、読売新聞社の記者を、大学院修了後は、国、自
治体のシンクタンクで研究員を経験してきました。専門は地域政策、特に近年は、地方の国際戦略、産業政策の調査研
究に従事してきました。本学では「観光経営概論」「観光と地域振興」等、地域と非常に密接な科目を担当します。
　鳥取県は、人口減少、中心市街地・産業の空洞化、限界集落の問題など、多くの課題を抱えていますが、考え方に
よっては、わが国の多くの地方が直面する問題が先行する課題先進地と言えます。一方で白砂青松の海岸や大山
の天然林など手つかずの自然や、質の高い農林水産物を産出する環境に恵まれています。また、日本海を挟んで
地理的に近接する成長著しい北東アジア諸国との交流も活発となりつつあります。
　こうした地域の課題や特性を十分にふまえて、公立大学法人となった本学において、専門分野を通じた研究、
教育と地域貢献に積極的に取り組みたいと思っています。

教授環境学部 環境学科 小林 愼太郎
　この４月に環境学部に着任しました。定年前ではありましたが、3月末で京都大学での39年間の教員生活にピリ
オドを打ち、鳥取環境大学にお世話になることになりました。京都大学では、農学部・農学研究科に28年、地球環境
学堂・学舎という環境系の大学院に11年勤務し、前半時代は農業に関わる水文学（すいもんがく）、後半時代は主に
開発途上国（東南アジアとアフリカ）を対象とした地域・農村発展に関する研究を行ってきました。鳥取環境大学で
は、新たな教育研究環境の下で若い学生の皆さんとどのような活動ができるか期待に胸を膨らませているところで
す。まだ「鳥取」をよく知りませんが、これまで土・日曜を利用して歩き回った限りの印象では、ゆたかな自然に恵ま
れ、道路や教育・医療施設等の社会資本も十分に整い、人びとがゆったりと生活できる贅沢な地域空間で、鳥取発
の新たな地域発展の理念を打ち立ていろいろな地域づくり・環境活動が展開できるのでは、と期待しています。

講師環境学部 環境学科 金 相烈
　本年4月から環境学部に着任した金相烈（キム サンヨル）と申します。出身は韓国ですが、北海道大学で約15年間学
生、研究院、教員として廃棄物の研究に取り組んできました。具体的には、廃棄物の焼却により生成する焼却灰からの
重金属の溶出挙動および処理方法、廃棄物処理施設や不法投棄をめぐる住民と行政間のリスクコミュニケーション
手法、そして最近の6年間は有機性廃棄物（厨芥ごみ、家畜糞尿、下水汚泥など）のエネルギー化による地域活性化を
目指した研究を行いましたが、本学では３Ｒ工学、廃棄物処理技術など廃棄物に関連する授業を担当いたします。
　新しい大学生活、卒業後の就職先など、学生にとっては未知の世界に対する不安な気持ちもあるかと思います
が、未知に対する不安より未知の領域に自ら考えて踏み出していく姿勢の大事さを、私の経験も参考にして学生
の皆さんに伝えたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。
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